
　このたび、「カルデミン錠0.25μg」の【使用上の注意】を下記のとおり改訂致しましたので、ご案内

申し上げます。今後のご使用につきましては、下記内容をご参照くださいますようお願い申し上げます。

　なお、改訂後の添付文書を封入した製品がお手元に届くまでに若干日時を要する点を、ご了承くだ

さいますようお願い申し上げます。

2011年３月

改　訂　後（下線部改訂） 改　訂　前

発売元

〒841-0017 鳥栖市田代大官町408

３．相互作用

　  併用注意（併用に注意すること）

医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。

学術部 お客様相談室【お問合わせ先】

〒100-6221 東京都千代田区丸の内1-11-1
TEL. （03）5293-1707　フリーダイヤル  0120-381332
FAX. （03）5293-1723

使 用 上 の 注 意 　  改 訂 の お 知 ら せ

　2010年7月に骨粗鬆症治療剤として「テリパラチド（遺伝子組み換え）製剤」が承認され、併用注意に

カルシトリオールを含むビタミンＤ製剤が記載されたことから、本剤においても併用注意薬剤として

「ＰＴＨ製剤：テリパラチド」を記載して同様に注意喚起することと致しました。なお、本剤とＰＴＨ製剤

（副甲状腺ホルモン剤）の具体的な相互作用を示すデータはありません。

【改訂理由】

活性型ビタミンD3 製剤

千葉県香取郡多古町水戸字水戸台1460番3

製造販売元

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子 薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ビ タ ミ ン Ｄ 及
びその誘導体
  アルファカル   
  シドール　等

作用が相互に
増強される。

高カルシウム血症
があらわれるおそ
れがある。

ビ タ ミ ン Ｄ 及
びその誘導体
  アルファカル   
  シドール　等

高カルシウム血症
があらわれるおそ
れがある。

ＰＴＨ製剤
  テリパラチド

相加作用。高カルシウム血症
があらわれるおそ
れがある。

（略）

３．相互作用

　  併用注意（併用に注意すること）

作用が相互に
増強される。

（略）

【改訂内容】　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　〔　　；下線部改訂〕

劇　薬


